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講談社ブルーバックス、『Pythonで学ぶ暗号理論』コロナ社等多数

研究分野は複数あるが、ここでは暗号理論について述べる。主にICカードなどのデバ
イスに実装された暗号に対するサイドチャネル攻撃とその対策技術の研究を行ってい
る。関連して、乱数発生装置とそのモデリングの研究や、量子コンピュータでも破れ
ないブロック暗号の研究も行っている。ここ数年は、格子を利用したフェイステル型
ブロック暗号や、ハッシュ関数やランダム格子の性質を研究している。
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